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要約

　本稿は平成22年（2010）度第２回保育学科研究授業の実施報告である。当該授業科目（子
ども研究）における本時のテーマを「子ども理解の方法（エピソード記録を用いて）」とし、
講義を進めた。その他、受講生の理解を高める為の授業上の工夫も「春日の里の知恵袋－
保育学科のティーチング・ティップス」を参考に行った。

キーワード：授業公開、研究授業

（Abstract）

　This paper is the record of an open class performed in Department of Early Child-
hood Care and Education in the Takamatsu Junior College on November 8th, 2010. The 
main topic of this lecture was to discover the way to understand children. This plan 
refers to “Teaching tips” in the Department of Early Childhood Care and Education in 
the Takamatsu Junior College. 
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はじめに

　本稿は、平成22年度第２回保育学科研究授業「子ども研究」の実施報告である。

　保育学科では、平成21年度にこれまでに実施した研究授業の蓄積に基づき「春日の里の
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知恵袋―保育学科のティーチング・ティップス」を作成、公開した。この資料を参考に、

授業者も様々な点で授業改善に取り組みつつ、本研究授業を迎えた。

１．研究授業の日程

（１）研究授業

　日　時：平成22年11月８日（月）第２校時（10：40-12：10）

　場　所：本学２号館　2105-6講義室

　科　目：子ども研究

　担　当：田中　弓子

　受講生：本学保育学科１年次生（74名）

（２）授業検討会

　日　時：平成22年11月８日（月）第５校時（16：20-17：50）

　場　所：本学２号館　2201演習室

２．「子ども研究」の基本的性格

　保育学科において「子ども研究」は、「幼稚園教諭二種免許状（「教職に関する科目」区

分内における「生徒指導、教育相談及び進路指導等に関する科目」）取得のための必修科

目である。また、「保育士資格（保育の対象の理解に関する科目）」取得のための選択必修

科目である。さらに、保育学科では、子ども研究を保育実習Ⅰを受けるにあたって、事前

に履修しておくべき科目に位置づけられる。

　高松短期大学「履修ガイド（履修の手引・シラバス）」（2010）で、授業者は次のように

子ども研究を紹介した。

　子どもやその保護者を多方面から捉えることができるよう、子どもをとりまく状況につ

いて、その背景を踏まえながら進めていきます。また、時には子どもを直接観察したり、

一緒に遊んだりすることにより、より一層子ども理解に努めることができるようにしたい

と考えています。
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　子どもを見る目や子ども理解の方法を知り、子どもの成長発達や心の動きなどを積極的

に学ぼうとする態度や実践的指導につながる能力を育成することを目指す。また、人に

よって様々な受け止め方があることに気づき、子どもの外に表れたものだけでなく、その

内面を読み取ることにも目を向けようとする態度の育成も目指す。

３．子ども研究における指導上のポイント―「春日の里の知恵袋―保育学科のティーチン

グ・ティップス」を参考に―

３．１　受講生の現状

　今年度に限られることではないが、実習において求められる服装・身だしなみなどのマ

ナーを自覚し、行動に移すことのできない学生が増えており、本授業においても、このこ

とを話題にして授業をすすめざるを得ない。

　また、授業中の私語はほとんどないものの、居眠り（意欲喪失による居眠りも含む）が

見られ始めた。入学段階から気になっていた学生に加え、新たに気になる学生が出現して

いる。

　さらに、子どもと触れ合う時間があれば、そこで学生自身で学び、実践力を高めていく

ことが理想である。しかし、本学学生の場合、「自ら学ぶ」ことが非常に難しい。つまり、

観察参加実習におけるフォローアップ（子ども理解の深化を促す取り組み）を本授業で行

わなければならない状況がある。

３．２　静粛な環境

　研究授業実施年度、本授業担当者は、保育学科１年生の授業科目として、「子ども研究」

「観察参加実習」「保育実習Ⅰ（事前事後指導を含む）」を担当している。よって週３回（４

コマ）保育学科１年生と接している。よって、履修上の注意を全科目共通に行い、学生に

注意を促している。主に、「遅刻・欠席の取り扱い」「携帯電話、飲食、私語の禁止」など

である。また、授業時間中の机間巡視を心がけ、「学生が教員から見られている」という

印象を持つことができるようにしている。

　また、座席は指定しており、学生の状況を判断し、意図的なものである。ただし、明ら

かにその配慮が見える（学生が不快な思いをする）ことのないよう心がけている。
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３．３　授業上の配慮

　授業ワークシートを配布し、そこに教員の板書を書き込むよう指導している。学生に授

業を受けた満足感を与え、必要事項が身につくように板書を行う。時間に制約がある場

合、OHCに必要事項を提示し、また、学生の能力に鑑み、具体例を示し、視覚的、具体

的に学生がイメージできるよう心がけている。しかし、具体例を示すことによる問題点が

ある。例えば、事例分析の単調化は、ジレンマを抱える。その単調化は、学生の状況判断

力を削いでいるのではないかと危惧される状況にある。しかし、基礎さえできていないと

いう実習園からの指摘を受ける現状もあり、指導上の難点である。

３．４　実践のフォローアップ

　本授業は、授業ワークシートの最後にあるコメント欄に、授業に関連する「まとめ内

容」「次回授業に関する内容」等を記入させている。よって、毎回コメントの課題は異な

る。それを担当者は確認し、学生の学びを確認したり、前後の授業内容の関連を持たせて

いる。また、その内容の代表的なものを次回授業で話題にし、学生のコメントに答えるよ

うにしている。

　さらに、レポート課題（個人観察）に関しても、目を通し、学生に返却する。学びに対

するフォローアップを心がけている。

４．子ども研究の講義計画と本研究授業の概要

４．１　子ども研究の講義計画

第１講（９月27日）オリエンテーション、子ども理解の必要性

第２講（10月４日）子ども理解に向けて―自身を見直そう―

第３講（10月12日）子ども理解に向けて―基本姿勢を身につけよう―

第４講（10月18日）子ども理解に向けて―保護者の現状―

第５講（10月25日）子ども理解の方法―観察記録を用いて―

第６講（11月８日）子ども理解の方法―エピソード記録を用いて―　本時（研究授業）

第７講（11月15日）子ども理解に向けて―保護者支援と子ども支援―

第８講（11月22日）子どもの育ちと人のかかわり①

第９講（11月29日）子どもの育ちと人のかかわり②

－308－



第10講（12月６日）子どもの育ちと人のかかわり③

第11講（12月13日）子ども理解のまとめ

第12講（12月20日）子ども理解の共有①

第13講（１月17日）子ども理解の共有②

第14講（１月24日）援助者としての保育者

第15講（１月25日）まとめ

４．２　本時の概要

　本時は、「子ども理解の方法」の第２回目であった。以下、時間区分等については資料

（本時指導案）を参照してほしい。まず、導入では、前講までに学習した「観察参加実習

記録」の振り返りをした。保育を記録する形は多種あり、それぞれに目的と効果があるこ

とを知る、きっかけとした。

　続いて、展開部分では、観察記録（集団記録）の対照となる個人記録（エピソード記録）

の効果などを説明した。その後、エピソード記録の１事例を学生に紹介した。漠然とでは

あるが、エピソード記録の「見た目」を把握できるようにした。また、次に２つ目の事例

（昨年度保育学科学生が作成したエピソード記録）を紹介し、学生は、エピソード記録が

身近なものであり、保育学科学生であれば、作成できる（しなければならない）ことを認

識しはじめた。その際、これまでの学びで何度も伝えていた、「子ども理解には自身が影

響する」という部分の復習も行うことができた。

　さらに、エピソード記録の作成方法を、３つ目の事例をもとに学習した。実際に作成す

るための段階を１つずつたどっている。学生が戸惑うことのないよう、またエピソードを

とらえる視点が様々にあることを、認識できよう工夫した。

　この取り組みが、保育実践と関係を持ち、意欲的にエピソード記録執筆ができるよう、

保育実習日誌および教育実習日誌を学生に提示した。ここには、個人観察記録を作成する

欄があり、ここには、エピソード記録を作成することを伝えた。授業と実践の接点が見出

しにくい学生が多いことを回避するための対応である。

　最後に、エピソード記録の作成の諸注意および、次回授業の説明をし、終えた。
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５．研究授業を終えての省察

　本稿を参観していただいた教員の方々による授業検討会での発言内容や参観記録に従え

ば、「講義の内容構成」、「授業ノートなどの教材準備・使用方法」、「環境構成」、「授業者

の講話や板書」について、概ね肯定的な評価が確認される。授業者の言葉の癖やホワイト

ボードの使用方法など、授業者自身が気づいていなかった授業上の知恵を改めて教えてい

ただいた。

　他方で、講義の改善に関するいくつかのご示唆を頂いたことも確認しておきたい。ま

ず、一つ目は、余裕のある授業時間構成である。「板書と授業者の解説がほぼ同時進行で

あるため、学生の理解が追い付かないのではないか」といった意見である。しかし、学生

の板書を写すスピードには個人差があり、授業者は1/3程度の学生が作業を終えた段階で、

解説を加えている。また、板書そのものも具体的に記入しているため、学生が復習を行え

ば、フォローアップも可能と考えている。

　二つ目は、ワークシートと板書の整合性である。ワークシート内に板書内容を書き留め

るため、「学生の自主的なメモや、自主的なノートづくりができないのではないかと」と

いった意見である。保育学科学生の多くは、板書の書き取り（それも丁寧に書いたもの）

はできるが、それ以外のメモをとる学生は難しい。そもそも本学入学までに、学習習慣を

身につけていない者も多い。そのため、機械的に板書を書き取ることのできる、ワーク

シートを配布している。本稿は、事例を多く扱ったこともあり、ワークシートに余裕がな

かったが、今後は、少し余裕を作りたい。ただし、ワークシートを複数枚配布したとして

も、学生が目を通す可能性は低い。そのため、内容を集約したワークシートを作成するこ

とは、今後も心がけたい。

　三つ目は、「授業内容を軽減し、子ども理解を実体験させる時間が欲しい」という意見

である。本稿は、子ども観察の方法を理解し、次の実践へつなぐ時間であった。そのた

め、学生自身の体験はほとんどなかった。今後の授業計画の周知に問題があったのかもし

れない。実践するまでには、その土台作りと型を身につけ、「真似」ができるようになる

ことが必要だと考えている。
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6．おわりに

　授業者は、実習関係の授業を担当し、学生たちには、「子どもの興味関心、発達段階を

踏まえた保育が必要」と伝えている。これは、大学においても同じだと考える。そのた

め、学生の実態を踏まえることから始まる。保育学科の学生へは、専門的知識を指導する

前に、静粛な環境を保つよう授業者が誠心誠意取り組むことから始まる。ここを怠れば、

内容豊かな授業をしても、学生には通じない。大学という場で、このようなことに力を注

ぐことへの迷いがないわけではないが、やはり必要性を感じている。春日の里の知恵袋－

保育学科のティーチングティップス－の内容が後押しとなった。

　また、学生とともに、保育現場を赴くことが多い。この共通の経験が、授業時の具体的

説明となり、子ども研究へのよいつながりとなっている。学生には、本授業がいかに保育

実践に必要であるのかを、具体的に体感させることを今後も心がけていきたい。

　本稿の最後に、研究授業にご協力いただいた受講生（保育学科１年次生）、ご参観いた

だき、授業検討会や参観記録で貴重なご意見をいただいた教員の方々、さらには今回の授

業を録画記録するにあたり、ひとからならぬご尽力を頂いた高橋英弐氏をはじめとする教

員養成コンソーシアム四国の方々に深謝の意を示す。
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＜資料：第６講指導案＞
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＜資料：ワークシート（学生配布時、両面印刷）＞
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＜資料：参考資料（学生配布時、両面印刷）＞
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